
新山口駅北地区拠点施設基本設計の概要　2
薩長みてある記	 	 　　　　　　　4

■市政トピックス
■おめかしして夏に飛びだそう	山口祇園祭
■山口市プレゼンツ	レノファ山口対町田ゼルビア
■山口県央都市圏域の情報を紹介「山口ゆめ回廊」ほか
■野菜が主役の作りおきおかず

特
集

12
14
15
16
17

7/1
July

No.306

2018

特
集



ライフイノベーションラボ

環境配慮住宅

アカデミーハウス

地域交流広場

多目的ホール 公的機関等オフィス

　
基
本
設
計
コ
ン
セ
プ
ト

立体駐車場

多目的ホール

駐輪場

環境配慮住宅

ライフイノベーションラボ

駅前広場

アクセス道路開通予定

アカデミーハウス

公的機関等オフィス

　
地
域
医
療
と
連
携
し
た
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
整

備
し
ま
す
。
医
学
的
視
点
を
取
り
入
れ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
、
実
践
デ
ー
タ
を
健
康
関
連
産
業
等
の
分
野
で
活

用
す
る
こ
と
で
新
た
な
産
業
の
創
出
や
集
積
を
促
進
し
ま
す
。

　

最
大
２
０
０
０
席
の
収
容
能
力
を
有
し
、
可
動
席
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
や
用
途
等
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対

応
で
き
ま
す
。
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
展
示
会
の
ほ
か
、
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
等
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
演
劇
や
ラ
イ
ブ
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
、ま
た
、市
民
活
動
の
場
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

学
生
、
市
民
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
皆
さ
ん
が
、
多
様
な

目
的
の
た
め
に
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
自
由
通
路
や
ロ
ビ
ー

等
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
と
も
に
、
起
業
創
業
を
支
援
す

る
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
お
よ
び
貸
し
オ
フ
ィ

ス
、市
内
外
の
企
業
が
利
用
で
き
る
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
（
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
）
等
を
併
設
し
ま
す
。

  平成 30 年度　実施設計

  平成 31 年度　建設工事

  平成 32 年度末　施設完成

  平成 33 年度当初　供用開始
  （多目的ホールは夏頃供用開始）

新山口駅北地区拠点施設
整備スケジュール

　
山
口
ら
し
い
緑
豊
か
で
、
ゆ
と
り
の
あ
る

良
好
な
都
市
環
境
や
景
観
に
配
慮
し
た
施

設
を
目
指
し
ま
す
。
市
民
が
世
代
を
超
え
交

流
し
新
た
な
産
業
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
に
、

ま
た
、
拠
点
施
設
で
の
取
り
組
み
が
周
辺
エ

リ
ア
、
あ
る
い
は
県
域
を
越
え
た
広
域
な
経

済
社
会
へ
と
広
が
る
よ
う
に
、
多
様
な
機
能

が
集
ま
り
相
乗
効
果
と
波
及
効
果
を
生
み

出
せ
る
施
設
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

多目的ホール

環境配慮住宅

アカデミーハウス

  フリースペース
  起業創業支援機能

会議室

出会いの広場

駅前広場

立体駐車場

駐輪場

地域交流広場

新山口駅 ＞ ＞ ＞

「
出
会
う
、
つ
な
が
る
、
生
ま
れ
る
、

広
が
る
　
環
境
健
康
都
市
」

「
２
つ
の
お
も
て
（
顔
）
を
持
つ
施

設
づ
く
り
」

　ホール内観（平土間時）イメージ 　　ホール内観（通常時）イメージ

　
多
目
的
ホ
ー
ル

　

施
設
東
側
と
西
側
に
そ
れ
ぞ
れ
大
き

な
広
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
駅
前
広
場
側

の
「
出
会
い
の
広
場
」
は
、
ホ
ー
ル
の
ホ

ワ
イ
エ
が
面
し
、
ホ
ー
ル
の
活
動
が
垣
間

見
え
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
等

と
も
連
携
し
交
流
が
生
ま
れ
る
ス
ペ
ー

ス
と
し
ま
す
。
ま
た
、
西
側
の
「
地
域
交

流
広
場
」
は
、
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ラ
ボ
、
ア
カ
デ
ミ
ー
ハ
ウ
ス
、
環
境
配
慮

住
宅
と
面
し
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
た
地

域
住
民
と
居
住
者
、
施
設
利
用
者
等
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
育
ま
れ
ま
す
。

　

学
生
、
若
い
社
会
人
、
起
業
を
目
指
す
方
な
ど
を
対
象

と
し
た
居
住
型
の
人
材
育
成
施
設
で
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
等
に
よ
り
、
起
業
創
業
支
援
等
と
も
連
携
し

て
、
起
業
や
地
域
課
題
の
解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
し
ま
す
。

　

誘
致
企
業
で
働
く
人
や
、
ふ
る
さ
と
山
口
へ
の
回
帰
を

望
む
人
た
ち
の
住
ま
い
の
受
け
皿
と
な
る
住
宅
で
す
。

シェアオフィス（コワーキングスペース）のイメージ

　
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
起
業
創
業
支
援
機
能
な
ど

　
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ

　
ア
カ
デ
ミ
ー
ハ
ウ
ス

　
環
境
配
慮
住
宅
（
民
間
施
設
）

　
全
体
コ
ン
セ
プ
ト

敷地西側から見た地域交流広場まわりのイメージ

南北自由通路側から見た拠点施設全体のイメージ

　 
新
た
な
交
流
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
り
出
す
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

  
新
山
口
駅
北
地
区
拠
点
施
設 

基
本
設
計
の
概
要

問 

新
山
口
駅
拠
点
施
設
整
備
推
進
室

　

 

☎
０
８
３
ー
９
３
４
ー
２
６
７
６

屋内自由通路・フリースペースのイメージ

問
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4市報やまぐち　2018 年（平成 30 年）4 月 1 日号

　
共
に
倒
幕
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
薩

摩
藩
と
長
州
藩
は
、
い
よ
い
よ
具
体
的
な

準
備
に
と
り
か
か
り
ま
す
。
１
８
６
７

年
（
慶
応
3
年
）
9
月
、
薩
摩
藩
士
・
大

久
保
利
通
は
山
口
入
り
し
て
、
毛
利
敬
親

に
会
い
、
薩
摩
藩
の
方
針
を
伝
え
ま
し

た
。
そ
の
後
、
木
戸
孝
允
、
広
沢
真
臣
ら

実
務
者
同
士
で
詰
め
の
協
議
が
さ
れ
、
出

兵
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の

会
合
で
利
用
さ
れ
た
の
が
当
時
、
道
場
門

前
の
豪
商
で
あ
っ
た
安
部
家
の
分
家
の
離

れ
「
枕
流
亭
」
で
す
。
9
月
、
鹿
児
島
へ

帰
る
大
久
保
を
晩
餐
し
て
も
て
な
し
た
と

い
う
記
録
も
あ
る
そ
う
で
す
。

薩
長
同
盟
の
主
役
達
が
泊
ま
っ
た

「
安
部
家
脇
本
陣
」

　
京
都
で
倒
幕
の
密
勅
を
受
け
取
っ
た
長
州

藩
の
広
沢
真
臣
と
品
川
弥
二
郎
、
薩
摩
藩
の

小
松
帯
刀
、
大
久
保
利
通
、
西
郷
隆
盛
ら
は

そ
れ
ぞ
れ
藩
に
帰
り
ま
す
が
、
小
松
と
西
郷

は
途
中
、
山
口
に
寄
り
、
１
８
６
７
年
10
月

に
敬
親
に
会
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
、
小
松
・
西
郷
ら
は
、
脇
本
陣

と
し
て
毛
利
藩
主
一
族
の
宿
所
に
も
使
用

さ
れ
て
い
た
安
部
家
の
屋
敷
に
泊
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
他
に
も
、
こ
の
時
期
、
薩
摩

藩
士
が
続
々
と
山
口
入
り
し
て
お
り
、
石

州
街
道
沿
い
は
薩
摩
藩
士
が
た
く
さ
ん
滞

在
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

西
郷
隆
盛
も
通
っ
た
？

「
藩
庁
門
」

　

１
８
７
０
年
（
明
治
3
年
）、
西
郷
は

　

１
８
６
６
年
（
慶
応
２
年
）。
倒
幕
で

結
び
つ
い
た
薩
摩
と
長
州
。
そ
れ
ぞ
れ
の

思
惑
が
一
つ
に
な
り
歴
史
は
大
き
く
動
き

出
し
ま
す
。
薩
長
の
志
士
た
ち
が
往
来
し

た
地
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
に

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
報
広
聴
課

☎
０
８
３
―
９
３
４
―
２
７
５
３

薩
長
同
盟
の
確
認
が
行
わ
れ
た

「
高
田
御
殿
」（
現
井
上
公
園
内
）

　

１
８
６
６
年
（
慶
応
２
年
）
1
月
、

薩
摩
藩
と
長
州
藩
の
間
で
は
、
京
都
で

「
薩
長
同
盟
」
が
結
ば
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

お
よ
そ
９
カ
月
経
っ
た
頃
、
薩
摩
藩
側

は
使
者
と
し
て
、
藩
士
黒
田
清
綱
を
長

州
藩
に
派
遣
し
、「
高
田
御
殿
」
で
藩
主

毛
利
敬
親
に
対
し
、
薩
摩
藩
主
島
津
忠

義
と
そ
の
実
父
で
あ
る
島
津
久
光
の
、

互
い
に
親
睦
を
深
め
た
い
と
い
う
親
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。
高
田
御
殿
は
薩
長

の
友
好
を
深
め
た
歴
史
的
な
場
所
だ
っ

た
の
で
す
。

	

倒
幕
の
密
議
が
交
わ
さ
れ
た

「
枕
流
亭
」（
現
香
山
公
園
内
）

枕流亭は、一の坂川沿いにある安部
橋の近くにあった。今は私有地とな
り当時の面影はない。枕流亭の名前
の由来は、目の前を流れる小川のせ
せらぎが聞こえてきたことによる。

移築を繰り返し、現在は香山公園内にある。当
初は、一の坂川のほとりにあった。2階建てで、
1階は維新史や薩長の志士たちを解説したパネ
ルが展示してある。

県庁前にある藩庁門。1864年（文久 4年）、
藩庁が萩から山口に移されたときに藩の玄関
として建てられたと言われている。現在の門
は 1870 年（明治 3年）に完成したもので、
当初の門より大きいと言われている。

毛
利
藩
主
に
会
う
た
め
に
御
屋
形
を
訪
れ

ま
し
た
。
現
在
の
藩
庁
門
は
１
８
７
０
年

（
明
治
３
年
）
5
月
に
竣
工
し
ま
し
た
が
、

木
戸
孝
允
の
日
記
に
よ
る
と
、
西
郷
は
翌

年
１
月
に
も
来
訪
し
て
い
る
た
め
、
こ
の

門
を
く
ぐ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
山
口
市
の
見
慣
れ
た
景
色
も
、
薩
摩
藩

の
志
士
た
ち
が
歩
い
た
と
思
う
と
、
ま
た

違
っ
て
見
え
て
き
ま
す
ね
。

1863 年（文久 3 年）、長州
藩へと落ち延びた七卿のうち
三条実美は、「何遠亭」に一
時滞在した。当時は「高田御
殿」と呼ばれていた。
「何遠亭」とは、藩が井上邸
を接収した後、藩が三条実美
の居所として建てた建物。

イラスト：taeco

山口市観光ボラン
ティアガイドの会
森下茂登喜さん

イロハニ

イ

ロ
ハ

ニ

２階はほぼ当時のまま残されている。

問
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7 市報やまぐち　2018 年（平成 30 年）4 月 1 日号

　
薩
長
同
盟
が
締
結
さ
れ
る
数
年
前
、
薩

長
の
若
き
志
士
た
ち
が
、
遠
い
イ
ギ
リ
ス

の
地
で
藩
の
垣
根
を
越
え
て
親
交
を
深
め

て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
長
州
フ
ァ
イ
ブ

と
交
流
の
あ
っ
た
薩
摩
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

に
焦
点
を
当
て
、
鹿
児
島
市
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
に
、
ゆ
か
り
の
地
を

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

英
国
留
学
を
決
め
た
砲
台

　
薩
摩
藩
士
が
イ
ギ
リ
ス
に
目
を

向
け
る
き
っ
か
け
の
1
つ
に
、
１
８
６
３

年
の
薩
英
戦
争
が
あ
り
ま
す
。
鹿
児
島
市

内
に
は
当
時
戦
争
で
使
っ
た
砲
台
跡
が
残

っ
て
い
ま
す
。
生
麦
事
件
に
端
を
発
し
、

薩
摩
藩
に
犯
人
の
処
罰
と
賠
償
を
求
め
、

イ
ギ
リ
ス
の
艦
隊
は
鹿
児
島
湾
に
停
泊
し

交
渉
し
ま
し
た
が
決
裂
。
薩
摩
の
蒸
気
船

3
隻
を
だ
ほ
し
た
こ
と
か
ら
薩
摩
藩
は
開

戦
と
考
え
、
砲
台
か
ら
砲
撃
。
薩
英
戦
争

が
勃
発
し
ま
し
た
。
薩
摩
は
イ
ギ
リ
ス
艦

隊
に
大
打
撃
を
与
え
た
も
の
の
反
撃
に
あ

い
敗
北
。
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
の
強
大
な
軍
事

力
を
目
の
当
た
り
に
し
た
薩
摩
藩
は
、
富

国
強
兵
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
へ
目
を
向
け

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

若
き
薩
摩
藩
士
の
生
き
様

　
鹿
児
島
中
央
駅
を
降
り
立
ち
最

初
に
目
に
付
く
の
が
「
若
き
薩
摩
の
群
像
」

と
言
わ
れ
る
銅
像
で
す
。
先
進
技
術
を
学

ぶ
た
め
に
、
薩
摩
藩
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
派

遣
さ
れ
た
若
き
薩
摩
の
志
士
た
ち
15
人
と

薩
摩
の
外
交
使
節
2
人
が
称
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
長
州
藩
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
密
留
学

し
た
長
州
フ
ァ
イ
ブ
に
対
し
、
薩
摩
藩
の

彼
ら
の
こ
と
を
薩
摩
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
と

呼
ぶ
そ
う
で
す
。
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
創
設

者
の
村
橋
久
成
や
、
世
界
の
ぶ
ど
う
王
と

言
わ
れ
た
長
澤
鼎
、
初
代
大
阪
商
工
会
議

所
会
頭
の
五
代
友
厚
、
初
代
文
部
大
臣
の

森
有
礼
な
ど
名
だ
た
る
偉
人
が
駅
前
に
降

り
立
つ
人
々
を
出
迎
え
て
い
ま
す
。1865 年 4 月、薩摩藩の留学生たちはここから旅だった。すぐ隣

には薩摩藩英国留学生記念館があり、留学生の足跡やその後の活
躍について紹介されている。

長
州
フ
ァ
イ
ブ
と
の
親
交

　
薩
摩
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
の
1
人

森
有
礼
は
、
自
分
た
ち
よ
り
も
2
年
も
前

に
ロ
ン
ド
ン
に
来
て
い
た
長
州
藩
士
（
2

年
前
に
井
上
馨
と
伊
藤
博
文
は
帰
国
。
当

時
残
っ
て
い
た
の
は
山
尾
庸
三
、
遠
藤
謹

助
、
野
村
弥
吉
）
が
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
山
尾
た
ち
の
訪
問
に
よ
り

次
第
に
打
ち
解
け
て
い
き
ま
す
。
翌
日
か

ら
山
尾
の
案
内
で
ロ
ン
ド
ン
を
視
察
す
る

な
ど
親
交
を
深
め
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
、

藩
同
士
が
敵
対
し
て
い
た
時
期
な
の
で
考

え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
グ
ラ

ス
ゴ
ー
で
造
船
技
術
を
学
ぶ
た
め
の
資
金

が
足
り
な
い
山
尾
の
た
め
に
、
森
は
薩
摩

の
留
学
生
か
ら
資
金
を
集
め
ま
し
た
。

　
遠
い
異
郷
の
地
だ
か
ら
こ
そ
、
同
じ
日

本
人
同
士
と
い
う
仲
間
意
識
が
芽
生
え
、

祖
国
へ
の
共
通
の
想
い
が
両
者
を
太
い
絆

で
結
び
つ
け
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

鹿児島市内を案内
していただいた「か
ごしまボランティ
アガイド」の烏山
信幸さん

森がイギリス留学時、兄に宛てた
手紙によれば「山尾は本当に誠実
な人だ。この 3 人（山尾・遠藤・
野村）は薩摩藩に心を傾けてくれ
　　ている」とある。また、森は
　　山尾のグラスゴー行きの旅費
　　　を工面するなど、長州の留
　　　学生と親交が深かったよう
　　　である。

鹿児島中央駅前広場に建
つ。薩摩藩が薩英戦争後イ
ギリスへ派遣した薩摩藩士
17 人が空を仰ぐ。高さは
12 ｍもあり迫力がある。薩
摩スチューデントはその後
の日本近代化に大きく貢献
していった。

鹿児島市内にあった 10 の砲台の 1
つ。薩英戦争の時には 11 門もの大
砲が設置され、イギリス艦隊に大き
な損害を与えたが敗北。西洋の軍事
力に度肝を抜かれた薩摩藩は、富国
強兵のためイギリスと親密になっ
ていった。

イラスト：taeco

1865 年に船などの金属加工のため
の工場として竣工した。現在は博
物館になっている。

鹿児島市内には、幕末明
治期に活躍した英雄たち
の銅像がたくさん建てら
れているが、特に西郷隆
盛の像は 5.76m と桁外れ
に大きい。

幕末の薩摩や、明治
維新を支えた英雄た
ち等を多彩な演出で
紹介している。

もりありのり

イロ

ハ

イ

ロ

ハ
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口ならではの農産物の良さを鹿児島市内の人
に知ってもらい、販路を拡大しようと、5月

24日・25日の２日間、鹿児島市内の老舗デパート
で「薩長同盟山口市農産物ＰＲ」を行いました。
　このイベントは鹿児島市の生産流通課が薩長同盟
にちなみ、薩長の農産品の流通を促進しようと行っ
たもので、本市からは農林政策課職員が出向き、は

―これからも続く― 　 地方創生へ向けた薩長交流

なっこりーやりんごの加工品、じねんじょなどのＰ
Ｒ販売を行いました。じねんじょを買われた女性は
「鹿児島では軽

かる
羹
かん
という和菓子があり、原材料がじ

ねんじょなのでなじみがある。自宅でも作るので買
ってみた」と話していました。市職員は「鹿児島市
内のデパートや道の駅で本市の農産物が並ぶようＰ
Ｒしていきたい」と話していました。鹿児島市は、
8月のちょうちん祭りで鹿児島の農産物のＰＲ販売
に来られる予定です。

新たな市場を求め鹿児島へ

本で同盟？図書館薩長同盟
山
口
の
産
業
を
Ｐ
Ｒ

山

業の交流も行われています。３月 21日
から 1週間、150 年前の薩長同盟を機

に、お互いの物産や観光地を知る機会を設け
るため、鹿児島市で展示販売が行われました。
本市から出店されたのは、金光酒造、御堀堂、
谷口漆香堂、山口地ビール、山口ごま本舗など、
明治維新の関連商品等を販売している事業者
です。普段、大内塗り人形を制作している谷
口漆香堂の谷口幡平さんは、幕末明治に関す
る大河ドラマを機会に、高杉晋作や西郷隆盛
ら志士たちをモチーフにした人形を制作し、
展示販売されました。「彼らのポリシーやポテ
ンシャル、アイデンティティを一筆一筆心を
込めて作っている。手にした人が感じて自分
に反映してもらえたら」と話されていました。

産

立図書館では、2年前から薩長同盟 150 年
記念に向け、「図書館薩長同盟」事業を行い、

明治維新 150年の盛り上がりを後押ししてきまし
た。初年度の平成 27年度は、NHK の「歴史秘話
ヒストリア」の司会者をお招きし、番組の裏話や
お勧めの本をご紹介いただきました。28年度、29
年度も、鹿児島市にある尚古集成館の館長と本市
の郷土史家による「薩長同盟」をテーマにした講
演会を開催し、歴史に興味がある方々と読書を結
びつける事業を実施してきました。その後も、本
市の郷土史家が鹿児島市を訪問し講演するなど、
「図書館薩長同盟」が両市の歴史理解への橋渡し役
になっています。

市

お
米
が
つ
な
い
だ
現
代
の
薩
長
同
盟

写真左から清酒「長州
学舎」、清酒「薩長同盟」、
焼酎「薩摩熱徒」。
山口大学と鹿児島大学
が連携している「薩長
同盟プロジェクト」で
は、山口大学の学内で
酒米を栽培している「長
州学舎」と鹿児島大学
の「薩摩熱徒」をセッ
トにして 6 月下旬から
販売されている。

幕
末
に
坂
本
龍
馬
の
仲
介
に
よ
り
長
州
か
ら
薩
摩
に
お
米
が
運
ば
れ
た
と
い
う

歴
史
に
着
目
し
、
本
市
と
鹿
児
島
市
の
間
で
連
携
が
進
ん
で
い
ま
す
。

昨年 5 月に、山口大学と鹿児島大学
の学生が鹿児島市内で植えた稲を、
昨年 9 月、両大学の学生と地元の子
どもたちが刈り取った。

荒木研究室の皆さん。右から
2 番目と 4 番目の女性が持っ
ているのが清酒「長州学舎」。
右から 3 番目の女性が持って
いるのが清酒「薩長同盟」。

　

今
春
、
山
口
大
学
と
鹿
児
島
大

学
の
両
農
学
部
が
連
携
し
た
日
本

酒
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
名
も

清
酒
「
薩
長
同
盟
」。
明
治
維
新

１
５
０
年
を
記
念
し
て
両
学
部
で

共
同
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
山
口

産
山
田
錦
の
種
も
み
を
鹿
児
島
で

栽
培
し
、
本
市
の
酒
蔵
が
醸
造
す

る
な
ど
、
ま
さ
に
同
盟
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
お
酒
で
す
。
大
学
生
が

酒
造
り
と
聞
く
と
不
思
議
に
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
酒
米

の
確
保
や
作
付
け
、
醸
造
、
販
売

ル
ー
ト
な
ど
が
学
べ
る
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
教
育
要
素
が
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。
鹿
児
島
大
学
で
は
農
学

部
の
中
に
焼
酎
を
生
産
か
ら
醸
造
、

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
販
売
に
至
る

ま
で
、
焼
酎
産
業
を
ト
ー
タ
ル
で

学
べ
る
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
地
元
の
産
業
を
発
展
さ
せ
る

人
材
の
育
成
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
薩
長
連
携
で
酒
造
り
に
関

わ
っ
た
の
は
山
口
大
学
農
学
部
の

荒
木
英
樹
先
生
で
す
。
荒
木
先
生

の
研
究
室
は
、
酒
米
と
麦
の
研
究

を
し
て
お
り
、
台
風
や
気
候
、
土

質
の
影
響
で
稲
作
に
向
い
て
い
な

い
と
い
わ
れ
て
い
る
鹿
児
島
で
の

酒
米
づ
く
り
に
、
研
究
で
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
揮
。
数
々
の
苦
難

を
乗
り
越
え
、
山
口
の
お
米
を
鹿

児
島
で
育
て
、
お
酒
に
す
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。

　

１
８
６
６
年
の
同
盟
で
は
、
坂

本
龍
馬
の
仲
介
で
、
倒
幕
と
い
う

目
標
の
下
に
薩
長
同
盟
が
締
結
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
薩
長
同
盟

で
は
両
市
互
い
の
物
産
流
通
や
観

光
交
流
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
狙

い
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
３
月
、
清
酒
「
薩
長
同
盟
」

が
鹿
児
島
市
内
の
老
舗
デ
パ
ー
ト

で
販
売
さ
れ
る
と
瞬
く
間
に
完
売
。

そ
し
て
4
月
か
ら
の
山
口
市
内
販

売
分
も
完
売
し
ま
し
た
。
そ
し
て

さ
ら
に
、
６
月
下
旬
に
は
薩
長
同

盟
が
発
端
と
な
っ
て
生
ま
れ
た
焼

酎
「
薩さ
つ
ま摩
熱ね
っ
と徒
」
が
発
売
さ
れ
ま

し
た
。
鹿
児
島
市
内
で
、
両
大
学

の
学
生
ら
と
地
元
小
学
生
が
栽
培

し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
原
料
と
し
、

山
口
産
ま
れ
で
鹿
児
島
育
ち
の
酒

米
を
米
麹
と
し
て
鹿
児
島
市
の
酒

蔵
が
醸
造
し
た
も
の
で
す
。
焼
酎

に
麹
は
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関

係
。
１
５
０
年
前
、
お
互
い
に
無

い
も
の
を
融
通
し
合
っ
た
薩
長
の

よ
う
に
、
今
後
も
、
物
産
や
観
光

な
ど
に
よ
る
連
携
が
続
き
ま
す
。
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薩摩藩からの使者がよく宿に利用したのは、道
場門前の○○○○○○であった。

京で薩長同盟の話し合いが決裂しそうになった
とき、締結を促したのは、土佐の○○○○○○
○○である。

薩摩藩士で薩長同盟成立に向けて奔走し、薩摩
藩側の使者として度々山口に来たのは、後に第
２代総理大臣となった○○○○○○○である。

明治四年、西郷隆盛・大久保利通と共に山口に入
り、勅使として毛利敬親に天皇の言葉を伝え、豊
栄神社に参拝したのは、○○○○○○○である。

今年の明治維新に活躍した志士が主役として描
かれている大河ドラマの名は「○○○○」である。

長州ファイブのうち山口市出身者は、後に外務
大臣などをつとめた井上馨と、日本の工学の父
となるとともに、障がい者教育にも力を尽くし
た○○○○○○○の２人である。

現在の湯田地区にある井上公園には井上馨の生
家があったが、七卿落ちの一人として山口に来
た○○○○○○○○○が滞在する場所として、

「何遠亭」という建物が増築された。

幕府の第二次長州征討を、長州藩は四か所の国
境で迎え撃ったので、長州ではこの戦いを○○
○○○○○○と呼んだ。

山口の一の坂川沿いでひそかに製作され、戊辰
戦争の官軍の印として勝敗の行方を決したもの
を、○○○○○○○という。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

松下村塾の双璧の一人で、「十朋亭」
で使ったとされる愛用の湯呑みが伝わ
る人物は、○○○○○○○である。

藩主の居所であった山口御屋形（山
口城）の建物の一部で、今も現役で
使用されているのは○○○○○○○
である。

大久保利通ら薩摩藩からの使者を、
木戸孝允らは一の坂川ほとりの○○
○○○○○でもてなし、討幕につい
て話し合った。

西郷隆盛は、薩摩藩家老の○○○○
○○○と共に長州藩に入り、藩主毛
利敬親に謁見した。

長州ファイブとしてロンドンにいた
井上馨と○○○○○○○は、外国艦
隊砲撃の報復計画を知り、山口に
戻って「十朋亭」から帰藩届を出し、
藩に外国との講和を訴えた。

山口市も舞台の一つとなった大河ド
ラマ「花神」の主人公は、○○○○
○○○○○である。

木戸孝允は、若い頃の名前を○○○
○○○○という。

西郷隆盛、大久保利通、木戸孝允の
３人を、維新の○○○○という。

A

B

C

D

E

F

G

H

パズルの解き方
・「たてのカギ」、「よこのカギ」を解いて、左上のパズルのマス目にひらがなを１文字ずつ入れます。
・　の文字を組み合わせ、下記の問いに答えてください。

クイズ　

幕末維新の時代に本市が果たした役割と言われている言葉は何でしょうか？
こたえ

クイズに答えて歴史を学びましょう

薩長スタディパ ズ ル
よこのカギたてのカギ

④明治維新 150 年記念ラ
ベル（山口地ビール（株））
5 本セット 1 名様
維新にちなんだ格言などがあ
しらわれた記念ラベル。天然
のミネラルを豊富に含んだ小
鯖の鳴滝の名水を使用。

⑦清酒薩長同盟（金光酒造（株））1名様
山口大学と鹿児島大学が連携して作っ
た清酒。山口産山田錦を鹿児島市で育
ててできた。

③ 明 治 維 新 150 年
記念クリアファイル
2 枚セット 10 名様
幕末明治に活躍した県
内出身の志士たちや明
治維新 150 年のロゴ
をあしらったクリア
ファイル。

⑤幕末維新史跡ガイドブック、幕
末維新がわかる本、幕末維新人物
ガイドブックのセットを３名様
本市の幕末明治に関するガイド
ブック。史跡・歴史・人物、これ
を読めば本市と明治維新のつなが
りがまるわかり。

⑧レノファ山口小野瀬
康介選手のサイン入り
ユニフォーム１名様
本市ご当地選手の小野瀬
選手のサインと「ぜひ維
新劇場へ」というコメン
ト付きのスペシャルユニ
フォーム。これを来てぜ
ひ夏の維新劇場へ。

クイズ賞品
パズル正解者の中から抽選で賞品をプレゼントしま
す。下記の要領でご応募ください。
◆応募資格　市内にお住まいの方（応募は 1人１通）
◆申し込み　はがきで、パズルの答え、希望する賞
品の番号、〒住所、氏名、年齢、薩長特集の感想
を〒 753-8650 山口市亀山町 2-1 広報広聴課へ

◆締めきり　7月 31日（火）消印有効
・当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。
・正解は 10月 1日号で発表します。

①維新の花（（株）本多屋）5個入り3名様
　　　　　　　県産の夏みかんと自家
　　　　　　　製の粒あんが入ったお
　　　　　　　まんじゅう。

⑥「西郷隆盛と大久保利通のクリア
ファイル」と「南国珍々豆プレミア
ム」のセット３名様
鹿児島県観光連盟会長賞を受賞した鹿児
島のピリ辛お菓子と、鹿児
島の英雄 2人のイラストが
描かれたクリアファイル。

県立山口博物館蔵 国立国会図書館蔵

国立国会図書館蔵 国立国会図書館蔵

国立国会図書館蔵

国立国会図書館蔵

萩博物館蔵

国立国会図書館蔵

国立国会図書館蔵

国立国会図書館蔵

１

２

３

４

５

６

７

８

９

A

B

C

D

E

F

G

H

②益次郎（銭の菓子本舗）
10 個入り 1 名様
大村益次郎の出
身地・鋳銭司の
小さなお菓子屋
さんが生んだお
まんじゅう。

県
立
山
口
博
物
館
蔵

マスの近くに
ヒントがあるよ

これまでの
ページにも
ヒントがあるよ

１

３

８

６

７

４

５

２
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の
よ
り
一
層
の
発

展
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
良
好
な
景

観
形
成
に
寄
与
す

る
活
動
を
、「
ま

ち
な
み
形
成
活
動

部
門
」、「
景
観
資

源
継
承
活
動
部

門
」、「
啓
発
活
動
部
門
」
の
3
部
門
に
分

け
て
、
表
彰
し
た
も
の
で
す
。
表
彰
に
あ

た
り
、
伊
藤
副
市
長
は
、「
山
口
の
ま
ち
が

い
か
に
愛
さ
れ
、
美
し
い
景
観
を
守
り
、

継
承
さ
れ
て
い
る
か
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。
活
動
が
よ
り
一
層
広
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

		

ま
ち
な
み
形
成
活
動
部
門
で
最
優
秀
賞
と

な
っ
た
「
亀
山
公
園
を
愛
し
育
て
る
会
」
代

表
者
の
坂
本
強
さ
ん
は
、「
訪
れ
る
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
毎
年
２
０
０
本

ず
つ
植
栽
し
て
き
た
。
公
園
が
よ
り
多
く
の

方
々
に
愛
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

都
市
計
画
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
３
１

　
5
月
26
日
、
新
山
口
駅
北
口
駅
前
広
場

で
、「
第
5
回
山
口
市
景
観
賞
」
の
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
景
観
づ
く
り
へ
の
意
欲
向
上
と
活
動

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に

委
嘱
状
を
交
付

市
議
会
の
議
長
、
副
議
長
が

決
ま
り
ま
し
た

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

「
第
23
回
中
原
中
也
賞
」

贈
呈
式
を
開
催

市報 8 月号と 1 月号が
合併号になります
市報やまぐちは、毎月、1日号と 15日号の月 2回発
行していますが、8月と 1月については、1日号・15
日号合併号として月 1回の発行となります。なお、発
行日は 8月号、1月号ともに各月の 10日前後にお届
けする予定です。

広報広聴課 ☎ 083-934-2753 1 日号と 15 日号が１つに！

＋

景
観
賞
の
表
彰
式
を
開
催

市
内
郵
便
局
と
の
連
携
協
定

締
結
式
を
開
催

地
震
を
想
定
し
た

防
災
図
上
訓
練
を
実
施

　

５
月
14
日
、
平
成
30
年
第
2
回
市
議
会

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
選
挙
の
結
果
、
議

長
に
坂
井
芳
浩
議
員
（
県
都
創
生
山
口
）、

副
議
長
に
入
江
幸
江
議
員
（
自
由
民
主
党

山
口
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
常
任
委
員
会
お
よ
び
議
会
運

営
委
員
会

に
つ
い
て

も
、
各
委
員

が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

各
委
員
会

の
名
簿
等

は
市
議
会

ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら

ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

	

市
議
会
事
務
局
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
５
４

		

4
月
29
日
、
第
23
回
中
原
中
也
賞
贈
呈

式
を
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
い
、
詩
集
「
狸
た
ぬ
き

の
匣は
こ
」
で
受
賞
さ
れ
た
マ
ー
サ
・
ナ
カ
ム

		

5
月
の
「
求
人
確
保
促
進
月
間
」
に
合

わ
せ
、
市
長
は
5
月
15
日
、
山
口
公
共
職

業
安
定
所
長
と
と
も
に
、
市
内
事
業
所
を

訪
問
し
、
市
内
の
新
規
学
卒
者
を
中
心
と

し
た
求
人
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

		

こ
の
日
、
市
長
と
山
口
公
共
職
業
安
定

所
の
野
村
勝
史
所
長
は
、
株
式
会
社
ヒ
ロ

タ
ニ
山
口
工
場
と
、
日
本
果
実
工
業
株
式

会
社
、
サ
ン
・
ロ
ー
ド
株
式
会
社
の
3
事

業
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
市
長
は
、
日
本
果

実
工
業
株
式
会
社
の
片
桐
且
元
社
長
に
求

人
確
保
に
関
す
る
要
請
書
を
手
渡
し
、「
新

規
卒
業
者
の
求

人
確
保
や
一
般

求
人
の
確
保
の

ほ
か
、高
齢
者
、

障
が
い
者
、
女

性
の
働
く
場
の

確
保
も
お
願
い

し
た
い
」
と
要

請
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
産

業
振
興
課
☎
０
８
３
ー

９
３
４
ー

２
７
１
９

		

5
月
29
日
、
山
口
市
と
山
口
市
内
郵
便

局
と
の
連
携
に
関
す
る
４
つ
の
協
定
を
、

山
口
総
合
支
所
で
締
結
し
ま
し
た
。

		

締
結
に
あ
た
り
、
宮
崎
秀
樹
山
口
金
古

曽
郵
便
局
長
は
、「
山
口
市
内
郵
便
局
ネ
ッ

		

6
月
1
日
、
8
時
45
分
に
県
中
部
で
震

ラ
さ
ん
に
、
賞
状

（
山
口
萩
焼
の
陶

板
）
と
正
賞
（
中

也
の
ブ
ロ
ン
ズ

像
）、
副
賞
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　
選
考
委
員
を
務

め
た
詩
人
の
佐
々

木
幹
郎
さ
ん
は
、

「
言
葉
が
わ
か
り
や
す
く
面
白
い
。
そ
し

て
、
読
者
を
詩
や
物
語
の
世
界
へ
連
れ
て

行
く
よ
う
な
力
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
詩

集
に
み
ら
れ
る
作
者
の
天
衣
無
縫
な
夢
想

は
天
才
的
で
あ
る
」
と
選
評
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

		

ま
た
、
市
長
は
、「
こ
の
た
び
の
受
賞
作

は
、民
話
的
な
世
界
を
描
き
な
が
ら
、ユ
ー

モ
ア
の
あ
る
巧
み
な
言
葉
選
び
が
高
く
評

価
さ
れ
た
。
今
後
も
素
晴
ら
し
い
作
品
を

生
み
出
し
て
い
か
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期

待
す
る
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し

た
。

		

こ
れ
を
受
け
、
マ
ー
サ
・
ナ
カ
ム
ラ
さ

ん
は
、「
中
原
中
也
の
詩
の
よ
う
に
長
く

世
に
残
っ
て
、
遠
い
世
界
の
人
を
感
動
さ

せ
、
何
か
の
き
っ
か
け
を
起
こ
さ
せ
る
よ

う
な
詩
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の

意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

文
化
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
１
７

求
人
確
保
促
進
月
間
で

市
長
が
事
業
所
を
訪
問

委嘱状交付式の様子。写真左が
湯澤さん。専門学校在学中に阿
東地域で取り組まれている竹を
使った自転車の製作に関わり、
阿東地域の魅力づくりに可能性
を感じたそうです。

4 つの協定は下記のとおりです。
・山口市と山口市内郵便局との包括的連携
・山口市と山口市内郵便局との地域における協力
・災害発生時における山口市と山口市内郵便局の協力
・山口市と山口市内郵便局との「かけこみ 119 番の家」

ト
ワ
ー
ク
の
機
能
や
資
源
を
活
用
い
た
だ

き
、
地
域
の
方
々
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
山
口
市
と
と
も

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
挨
拶
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
本
日
締
結
す
る
4
つ
の
協

定
は
、
ま
さ
に
本
市
が
進
め
て
い
る
個
性

と
安
心
の
21
地
域
づ
く
り
に
密
接
に
関
わ

る
も
の
で
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
豊

か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
た
い
」

と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

地
域
生
活
部
政
策
管
理
室
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
９
８
３

度
5
強
の
内
陸
地
震
が
起
き
た
と
い
う
想

定
で
、
防
災
図
上
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

		

「
大
原
湖
断
層
系
を
震
源
と
す
る
震
度
5

強
の
地
震
が
発
生
」
と
い
う
訓
練
用
メ
ー

ル
や
放
送
が
流
れ
る
と
、
各
部
局
か
ら
災

害
対
策
本
部
事
務
局
と
し
て
あ
ら
か
じ
め

指
名
さ
れ
た
職
員
約
90
人
が
山
口
総
合
支

所
の
会
議
室
に
集
ま
り
、
電
話
や
市
内
の

地
図
な
ど
を
設
置
し
て
災
害
対
策
本
部
を

設
営
。
市
民
に
扮
し
た
職
員
か
ら
次
々
に

電
話
が
か
か
り
、
情
報
班
・
整
理
班
・
対

策
班
な
ど
が
、
地
図
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

な
ど
に
被
害
状
況
を
整
理
し
、
対
応
を
検

討
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
災
害
対
策

本
部
に
集
ま
る
各
職
員
の
業
務
を
確
認
す

る
目
的
で
、
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

訓
練
後
、
市
長
は
、「
少
な
い
情
報
で

も
想
像
力
を
高
め
、
早
め
の
対
応
が
必
要
。

情
報
を
待
つ
の
で
は
な
く
取
り
に
行
く
姿

勢
で
い
て
ほ
し
い
。
今
日
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
整
理
し
て
確
認
し
て
ほ
し
い
」
と

講
評
し
ま
し
た
。

防
災
危
機
管
理
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
７
２
３

災害対策本部員会議の様子。各
対策部長からの報告をもとに、
避難指示の可否などを検討しま
した。会議中も訓練用の緊急地
震速報が流れるなど、より実際
に近い形で行いました。

　
5
月
1
日
、
湯
澤
慧け
い

さ
ん
を
、
都
市
部

の
人
材
が
地
方
の
活
性
化
を
後
押
し
す
る

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
隊
員
に
委
嘱

し
ま
し
た
。

　

湯
澤
さ
ん
は
、
東
京
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ

ン
専
門
学
校
で
自
転
車
の
フ
レ
ー
ム
デ
ザ

イ
ン
の
技
術
な
ど
を
３
年
間
学
ば
れ
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
阿
東
地
域
を

拠
点
に
自
転
車
を
ツ
ー
ル
と
し
て
地
域
資

源
の
磨
き
上
げ
や
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
呼
び

込
む
な
ど
、
阿
東
地
域
の
魅
力
づ
く
り
に

取
り
組
ま
れ
ま
す
。

　
委
嘱
状
交
付
式
を
終
え
、
湯
澤
隊
員
は
、

「
地
域
資
源
で
あ
る
竹
を
使
っ
た
自
転
車

を
製
作
し
、
県
外
や
世
界
中
か
ら
多
く
の

方
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
竹
の
自
転

車
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。
将
来

は
阿
東
で
材
料
の
調
達
か
ら
自
転
車
の
製

作
ま
で
を
や
っ
て
み
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

定
住
促
進
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
７
８

坂井芳浩議長入江幸江副議長

問

問   

問

問

問

問

問
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山
口
祇
園

↑

路
行
運
時
臨
ス
バ

↓

市民会館

裁判所

八坂神社
御旅所

Ｐ

Ｐ市中央駐車場 山口総合支所

（道場門前） （米屋町） （中市）

）
り
通
駅
（

）
町
新
（

山口駅

204

（西門前）

■■…7月20日（木）、27日（木）の車両通行止め区間
■　…7月24日（月）の車両通行止め区間

札
ノ
辻

山口銀行

林業会館

中
市
ア
ー
ケ
ー
ド
入
口

7
月
20
日
（
金
）

浦
安
の
舞
奉
納

拝
殿
で
地
元
の
巫
女
さ
ん
が
、

扇
の
舞
、
鈴
の
舞
の
２
部
か
ら

な
る
浦
安
の
舞
を
雅
楽
の
生
演

奏
の
も
と
舞
い
ま
す
。

▼
時
間　
18
時
か
ら

▼
会
場　
八
坂
神
社

鷺
の
舞
奉
納

鷺
の
舞
で
は
、
鷺
に
見
立
て
た

頭
と
羽
を
つ
け
て
雌
雄
の
鷺
に

扮
し
た
成
人
男
性
の
舞
い
手
が

踊
り
ま
す
。

▼
時
間　
18
時
30
分
か
ら

▼
会
場　
八
坂
神
社

祇
園
囃
子

太
鼓
・
笛
・
鉦し
ょ
うの
楽
器
で
演
奏

さ
れ
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感

じ
る
音
色
が
奏
で
ら
れ
ま
す
。

▼
時
間　
18
時
50
分
か
ら

▼
会
場　
八
坂
神
社
か
ら
商
店

街
ま
で

御
神
幸
（
ご
じ
ん
こ
う
）

八
坂
神
社
か
ら
御
旅
所
ま
で
の

約
２
㎞
を
、
約
４
０
０
人
の
裸

坊
に
担
が
れ
た
み
こ
し
が
練
り

歩
き
ま
す
。

▼
時
間　
19
時
か
ら

▼
会
場　
八
坂
神
社
か
ら
御
旅

所
ま
で

交通規制（車両通行止め）

鷺
の
舞
奉
納
・
浦
安
の
舞
奉
納

▼
時
間　
21
時
か
ら

▼
会
場　
御
旅
所

市
民
総
踊
り
「
や
ま
ぐ
ち
Ｍ
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
の
ん
た
」

１
５
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が

踊
る
「
市
民
総
踊
り
」。
参
加
チ
ー

ム
ご
と
に
異
な
る
掛
け
声
も
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▼
時
間　
19
時
30
分
～
21
時

▼
会
場　
商
店
街 祭

山
口
に
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
山
口
祇
園
祭
。
室
町

時
代
に
大
内
氏
が
京
都
か
ら
勧
請
し
た
八
坂
神
社

の
例
祭
で
す
。
約
６
０
０
年
も
の
間
続
く
、
山
口

の
伝
統
あ
る
お
祭
り
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

観
光
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
１
０

お
め
か
し
し
て

夏
に
飛
び
だ
そ
う

７
月
27
日
（
金
）

御
還
幸
（
ご
か
ん
こ
う
）

裸
坊
が
担
ぐ
み
こ
し
と
女
性
が
担

ぐ
女
み
こ
し
が
御
旅
所
か
ら
八
坂

神
社
ま
で
巡
行
し
ま
す
。

▼
時
間　
19
時
30
分
か
ら

▼
会
場　
御
旅
所
か
ら
八
坂
神
社

ま
で

浦
安
の
舞
奉
納

▼
時
間　
19
時
か
ら

▼
会
場　
御
旅
所

7
月
24
日
（
火
）

山口観光夏祭り 対象 申込
期限

申し込み
問い合わせ

7/20（金）御神幸
7/27（金）御還幸

裸坊
（男性）

7/13
（金）

山口祇園祭振興会
☎083-922-0083

7/27（金）御還幸 女みこし
（女性）

7/13
（金）

山口市商店街連合会
☎083-902-0892

8/6（月）
山口七夕
ちょうちんまつり

姫みこし
（女性）

7/20
（金）

観光交流課
☎083-934-2810

みこしの担ぎ手募集
■■…7 月 20 日（金）、27 日（金）の車両通行止め区間
■　…７月 24 日（火）の車両通行止め区間
※いずれも 19 時～ 22 時は車両通行止めします。

今年の夏は
熱い夏に！

山口市PRESENTS　2018 明治安田生命 J2 リーグ第 26節

現在絶好調のレノファですが、来シーズン J1に昇格するには、年間順
位が 6位以内に入ることが最低条件となります。
7 月 29 日は山口市 PRESENTS の冠を付けて開催し、会場で本市
ならではのイベントを企画します。ぜひ夏の維新劇場でレノファを
応援し、私たちの力でレノファ山口を J1へ導きましょう。
■日　時　７月 29日（日）19時試合開始
■会　場　維新みらいふスタジアム
　　　　　（旧称維新百年記念公園陸上競技場）
■対　戦　レノファ山口 FC対 FC町田ゼルビア
■スペシャルイベント　ちょうちん飾り、明治維新 150年イベント

山口市
プレゼンツ

7 29SUN
19:00

FC 町田ゼルビア戦
維新みらいふスタジアム

CO2 排出が少ない公共交通を利用しましょう

大歳駅から徒歩で約12分

新山口駅 大歳駅 矢原駅 山口駅

矢原駅から徒歩で約16分

当日は、“「移動」を「エコ」に。” をテーマに、公共交通や自転
車の利用などのエコで賢い交通手段を選択し、CO2 排出量の少
ない移動を推進する「smart	move」キャンペーンを展開します。

スタジアム

山 口 市 は、 地 球 温
暖 化 対 策 の た め の

「賢い選択」を促す
国 民 運 動「COOL 
CHOICE」に賛同し
ています。

未 来 の
た め に 、
い ま 選 ぼ う 。

　　　　　から　　  で行く場合
維新みらいふスタジアムの目の前に
到着。北口バスロータリーから 20
分おきに発車。
●所要時間　約 17 分
●片道料金　430 円

新山口駅 バス

　　　　　から　　  で行く場合最寄り駅 徒歩

レノファ山口 FC
背番号 29
三幸秀稔選手

　　　  で行く場合
維新みらいふスタジアム内に駐輪
場がありますのでご利用ください。

自転車
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スポーツ交流課☎ 083-934-2912問

問

駐車場からおよそ 600m 続く遊歩道沿い
に植えられたアジサイ。時期によって色
の変化を楽しめるのもアジサイの魅力。

表
紙
の
写
真

梅
雨
時
期
の
清
涼
感

　
今
月
の
表
紙
は
「
重
源
の
郷
」（
徳
地
）

で
撮
影
し
た
ア
ジ
サ
イ
で
す
。
梅
雨
時

期
は
ジ
メ
ジ
メ
し
て
不
快
で
す
が
、
雨

の
中
で
青
々
と
し
た
ア
ジ
サ
イ
を
眺
め

る
と
清
涼
感
が
あ
っ
て
爽
や
か
な
気
分

に
な
り
ま
す
。

　
重
源
の
郷
は
、
奈
良
東
大
寺
再
建
の

た
め
こ
の
地
を
訪
れ
た
重
源
上
人
に
ち

な
ん
だ
施
設
で
、
そ
の
歴
史
を
学
べ
る

ほ
か
、
そ
ば
打
ち
や
藍
染
め
、
紙
漉
き

と
い
っ
た
伝
統
工
芸
を
体
験
で
き
ま
す
。

ま
た
、
お
よ
そ
５
０
０
０
株
の
ア
ジ
サ

イ
を
始
め
、
秋
は
紅
葉
や
イ
チ
ョ
ウ
、

春
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
が
見
ら
れ
、

ど
こ
か
懐
か
し
い
昭
和
初
期
の
風
景
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
重
源
の
郷

の「
あ
じ
さ
い
日
和
」は
7
月
８
日（
日
）

ま
で
で
す
。
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

梅
雨
の
季
節
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
足
を

延
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

広報広聴課	☎	083-934-2753問



作り方
①材料を切る。
　ささみ…縦半分に切り、筋を取り除き、斜め切り
　にんじん・ピーマン・じゃがいも…千切り
　えのきたけ…石づきを切り落とし、半分の長さ
②鍋にごま油を熱し、①の材料をささみから順に中火で炒め

る。
③野菜が軟らかくなったら、Ａを入れて中火で炒める。
④塩こんぶを入れて、水けがなくなるまで中火で炒める。
⑤全体が混ざったら、りんご酢を入れて、汁けがなくなった

ら火を止めて完成。

1 日 3 食、主食・主菜・副菜のそろった食事が習慣になることを目指し、「鍋
1 つでできる！野菜が主役の作りおきおかず」を募集しました。小中学生
が考えた「第 12 回ぼく・わたしのお料理コンクール」の入賞作品を紹介
します。（学年は昨年受賞時）

  鍋 1 つでできる

野菜が主役の作りおきおかず

ポイント
作り置きができるように酢
を入れたところ。
うま味が増すように塩昆布
を入れたところ。

白石中 1 年　小野彩美さん

興進小５年　上田欣宜さん

作り方
①材料を切る。
　切り干し大根…水で戻して絞り、４ｃｍの長さ　
　ピーマン…４ｃｍの千切り　にんじん…４ｃｍの千切り

しょうが…千切り　豚肉…小さめの一口大
②鍋にオリーブ油を熱し、しょうがを炒めて香りがたった

ら、豚肉を加えて炒める。
③豚肉の色が変わったら、切り干し大根、ピーマン、にん

じんを入れて油が全体に回るまで炒める。
④Ａを加えて軽く混ぜ、ふたをして中火で１０分煮る。
（時々混ぜる）

⑤しょうゆを加えてよく混ぜて、さらに５分煮て完成。

ぶたと切り干し大根
　炒め煮しょうが風味

じゃがピーマヨきんぴら

受賞作品の作り
方などを掲載し
たリーフレット
は、各保健セン
ターにあります。

保健センター☎ 083-921-7085問

材料（４人分）
切り干し大根…５０ｇ
ピーマン……１００ｇ
にんじん……１２０ｇ
しょうが………５０ｇ
豚肉…………１２０ｇ
　

オリーブ油……大さじ３
酒………………７５ｍｌ
水………………７５ｍｌ
粉末だし………小さじ１
しょうゆ………大さじ３

材料（４人分）

ポイント
味のアクセントにしょうが
を入れたところ。
歯ごたえが残るようにした
ところ。

A

ささみ…………１１０ｇ
にんじん………１／２本
ピーマン……………３個
じゃがいも…………２個
えのきたけ………３５ｇ
ごま油……大さじ１／２

マヨネーズ……大さじ１
しょうゆ………大さじ１
みりん…………大さじ１
塩こんぶ……………５ｇ
りんご酢………小さじ１

A

約 300 種類・約 3,000 点という
圧倒的な数量を一挙公開する、日
本最大級の深海魚展です。
日時　９月２日（日）まで開催

９時～ 17 時（入館は 16 時 30
分まで）

場所　萩博物館
問 萩博物館☎ 0838-25-6447

若手ガラス作家による現代ガラス
の世界をお楽しみください。
日時　７月７日（土）～８月 26 

日（日）10 時～ 19 時（７月
７日は 14 時～）

場所　おのだサンパーク２階大催事場
問 現代ガラス展実行委員会事務局

☎ 0836-71-1000

打ち上げ総数約 10,000 発！「音
楽花火」や「連続打上花火」など、
宇部港の夜空を飾る花火大会です。
日時　7 月 21 日（土）20 時～

21 時
場所　宇部港
問 宇部商工会議所☎ 0836-31-

0251

鷺舞は津和野の弥栄神社に伝わる
神事で、国の重要無形民俗文化財
に指定されています。
日時　７月 20 日（金）、27 日（金）

15 時
場所　津和野町後田地区内
問 津和野町商工観光課☎ 0856-

72-0652

第 64 回宇部市花火大会

約 1,800 発の花火がカルスト台
地を彩り、40 回目の節目となる
今年は 3 尺玉も打ち上げます。
日時　7 月 28 日（土）20 時頃～

21 時頃。小雨決行・荒天時中止。
場所　秋吉台カルスト展望台付近

秋吉台観光まつり実行委員会
☎ 0837-62-0115

山口県央連携都市圏域では、各地で多彩
なイベントが開催されます。少し足を延
ばしてみませんか。ウェブサ
イトでは、さらに多くの圏域情
報を毎月発信しています。

特別展「深海魚大行進」
第 40 回
秋吉台観光まつり花火大会 鷺舞神事

第 7 回現代ガラス展
 in 山陽小野田

美祢 萩 津和野

山陽
小野田 宇部

カッターレース大会、みなとサ
マーコンサート他。天候等によ
り変更・中止の場合があります。
日時　7 月 15 日（日）8 時 30

分～ 15 時 30 分
場所　三田尻港
問 幸せますフェスタ実行委員会 

港まつり部会☎0835-22-4352

夏の幸せますフェスタ
港まつり

防府

問

井
上
馨 

そ
の
2

広報広聴課 ☎ 083-934-2753問

イラスト：taeco

よ
う
で
、
皆
す
ぐ
に
渋
沢
を
頼
り
、
い
つ

し
か
彼
は
「
避
雷
針
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
当
時
の
こ
と
を
渋
沢
は「
井

上
さ
ん
は
、
気
は
短
い
が
細
か
い
こ
と
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
私
の
説
を
受
け
入
れ
て
く

れ
た
の
で
、
自
由
に
仕
事
が
で
き
た
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
６
年
、
井
上
は
大
蔵
省
に
対
す
る

無
理
な
要
求
に
怒
っ
て
辞
め
る
の
で
す
が
、

残
れ
と
言
わ
れ
た
渋
沢
は
、
井
上
が
辞
め

る
な
ら
自
分
も
辞
め
る
と
い
っ
て
共
に
退

職
し
ま
す
。
や
が
て
日
本
の
資
本
主
義
の

父
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
渋
沢
で
す
が
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
井
上
の
良
き
相
談
相
手

で
し
た
。井
上
は
嫌
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
友
人
も
多
か
っ
た
そ
う
で

す
。
ク
セ
は
強
い
で
す
が
、
人
を
惹
き
付

け
る
力
が
強
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　

短
気
で
相
手
が
誰
で
あ
ろ
う
と
言
い
た

い
こ
と
を
言
い
、そ
の
怒
鳴
り
声
か
ら
「
雷

親
父
」
と
あ
だ
名
が
付
け
ら
れ
た
井
上
馨
。

彼
が
明
治
の
初
め
大
蔵
省
に
い
た
時
の
部

下
に
、
渋
沢
栄
一
と
い
う
人
が
い
ま
す
。

渋
沢
は
、
後
に
銀
行
を
始
め
多
数
の
企
業

の
設
立
に
関
わ
り
、
経
営
者
団
体
を
創
設

す
る
な
ど
、
今
の
日
本
経
済
の
基
礎
を
築

い
た
ま
じ
め
で
几
帳
面
な
人
で
す
が
、
井

上
と
は
馬
が
合
っ
た
よ
う
で
す
。

　

大
蔵
省
時
代
、「
雷
親
父
」
井
上
は
怒

鳴
り
な
が
ら
も
渋
沢
の
話
は
よ
く
聞
い
た
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この広報紙は再生紙を使用しています。
使い終わったら、「新聞紙」として
古紙類の分別収集に出しましょう。
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信しています。

7月 月8

山
口
市
長

　

  

暦
の
上
で
は
「
小
暑
」
を
迎
え
よ
う

と
す
る
な
か
、
街
な
か
の
色
と
り
ど
り

の
七
夕
飾
り
に
、
本
格
的
な
夏
の
訪
れ

を
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
度
も
、
私
と
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
気
軽
な
懇
談
の
場
で
あ
り

ま
す
「
や
ま
ぐ
ち
車
座
ト
ー
ク
」
を
６

月
下
旬
か
ら
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
10
月
下
旬
に
か
け

て
市
内
の
全
て
の
地
域
に
お
伺
い
し

ま
す
。

　
第
二
次
山
口

市
総
合
計
画
の

ス
タ
ー
ト
元
年

で
の
開
催
と
な

り
ま
す
今
回
の

車
座
ト
ー
ク
で

は
、
市
内
21
の

地
域
の
皆
さ
ん

が
主
体
的
に
進

め
て
お
ら
れ
ま
す
地
域
づ
く
り
の
取

り
組
み
や
、
身
近
な
生
活
課
題
な
ど
に

つ
い
て
、
御
来
場
の
皆
さ
ん
か
ら
の

自
由
な
御
意
見
を
し
っ
か
り
と
伺
い
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
え
る
時
間
を

こ
れ
ま
で
よ
り
多
く
設
け
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
貴
重
な
御
意
見
を
、

今
後
の
市
政
に
反
映
さ
せ
て
、
市
内
21

地
域
の
特
長
や
個
性
を
さ
ら
に
際
立

た
せ
、
地
域
間
の
交
流
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
強
化
さ
れ
た
「
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
各
会
場
で
多
く
の
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
想
い
を
大
切
に
！

7/14（土）
大原湖キャンプ場夏祭り

　ふれあいパーク大原湖
☎ 0835-58-0200
問所

7/28（土）
ふしの夏まつり

実行委員会
☎ 083-976-8588

椹野川東津河川公園

7/1（日）～ 8/7（火）
山口ふるさと伝承総合センター
七夕飾り

　山口ふるさと伝承総合セン
ター ☎ 083-928-3333
問所

8/8（水）
音楽と花火の夕べ

　陸上自衛隊山口駐屯地
☎ 083-922-2281
問所

7/7（土） 
全国金魚すくい選手権大会
山口市予選会

山口観光コンベンション協
会 ☎ 083-933-0088

問
所 新山口駅南北自由通路

7/21（土）～ 10/28（日）
メディアアートの輪廻転生
コロガル公園コモンズ

　山口情報芸術センター［Ｙ
ＣＡＭ］ ☎ 083-901-2222
問所

7/27（金）
山口祇園祭 御還幸

八坂神社社務所
☎ 083-922-0083

問
所 竪小路および中心商店街

7/20（金）
山口祇園祭 御神幸

八坂神社社務所
☎ 083-922-0083

問
所 竪小路および中心商店街

約 600 年前、室町時代に大内
氏が京都から勧請した八坂神
社の伝統あるお祭りです。

7/29（日）
ゆだ維新祭 2018

湯田温泉料飲社交組合
☎ 083-922-8171

井上公園、狐の足あと周辺

8/6（月）、7（火）
山口七夕ちょうちんまつり

実行委員会
☎ 083-932-3456

中心商店街、パークロード、大
殿、湯田温泉

7/16（月・祝）
船平山ゆうすげ祭り

ＮＰＯあとう
☎ 083-956-2526

問
所 船平山

15 時から素晴らしい風景の中
で音楽演奏や子どもソリすべ
り大会等を行い、夕方に咲くゆ
うすげの花の開花を待ちます。 7/24（火）

山口祇園祭 市民総踊り 

実行委員会
☎ 083-932-3456

問
所 中心商店街

開催中のイベント
7/8（日）まで

あじさい日和
　 重源の郷
☎ 0835-52-1250
問所

中心商店街、パークロード、大
殿、湯田温泉

あしたへトライ

問
所

問
所

問

所


